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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各画素の光透過度合を示す透過映像信号に基づいて、第１の映像信号が示すフレーム画
像のうちの一部の画像部分以外の領域における輝度情報の値を、光透過度合を高めるよう
に変更することにより第２の映像信号を生成する輝度情報生成部と、
　前記第２の映像信号に基づいて、前記画像部分に対応する領域の画素については前記第
２の映像信号に応じた映像表示を行うとともに前記画像部分以外の領域の画素については
透過性表示を行う第１の表示部と、
　前記第１の表示部の背面側に配置され、前記画像部分に対応する領域の画素については
単一色または混合色からなるダミー背景画像を表示し、前記画像部分以外の領域の画素に
ついては透過性表示を行う第２の表示部と
　を備えた表示装置。
【請求項２】
　前記第２の表示部は、前記透過映像信号に基づいて前記透過性表示を行う
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画像部分に対応する領域における前記透過映像信号が示す平均光透過度合は、前記
画像部分以外の領域における前記透過映像信号が示す平均光透過度合よりも低い
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
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　前記光透過度合は、前記画像部分以外の領域において一様でない
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記光透過度合は、前記画像部分以外の領域において一様である
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記透過映像信号に対してフィルタ処理を行うフィルタ部をさらに備え、
　前記第１の表示部および前記第２の表示部は、前記フィルタ処理が行われた前記透過映
像信号に基づいて前記透過性表示を行う
　請求項３から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１の映像信号および前記透過映像信号が互いに多重化された状態で入力される入
力部をさらに備えた
　請求項２から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１の映像信号が入力される第１の入力部と、
　前記透過映像信号が入力される第２の入力部と
　をさらに備えた
　請求項２から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第２の入力部はネットワークインタフェースであり、
　前記透過映像信号はインターネットを介して供給される
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１の映像信号に基づいて前記透過映像信号を生成する透過映像信号生成部をさら
に備えた
　請求項２から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１の表示部は自発光型の表示部であり、
　前記第２の表示部は非発光型の表示部であり、
　前記輝度情報生成部は、前記第１の映像信号に含まれる前記画像部分以外の領域におけ
る輝度情報の値を低くすることにより前記第２の映像信号を生成する
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１の表示部は非発光型の表示部であり、
　前記第２の表示部は自発光型の表示部であり、
　前記輝度情報生成部は、前記第１の映像信号に含まれる前記画像部分以外の領域におけ
る輝度情報の値を高くすることにより前記第２の映像信号を生成する
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第１の表示部は非発光型の表示部であり、
　前記第２の表示部は、選択反射型の表示部であり、
　前記輝度情報生成部は、前記第１の映像信号に含まれる前記画像部分以外の領域におけ
る輝度情報の値を高くすることにより前記第２の映像信号を生成する
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記第１の表示部および前記第２の表示部は、一体として形成されている
　請求項１から請求項１３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記第２の映像信号に基づいて、前記画像部分に対応する領域の画素については前記第
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２の映像信号に応じた映像表示を行うとともに前記画像部分以外の領域の画素については
透過性表示を行う第３の表示部をさらに備え、
　前記第１の表示部、前記第２の表示部、前記第３の表示部がこの順に配置された
　請求項１から請求項１４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記第１の表示部は、複数の視点画像を表示し、
　ユーザが前記複数の視点画像のそれぞれを分離して観察するための視点画像分離部をさ
らに備えた
　請求項１から請求項１５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記第１の表示部は、複数の視点画像を空間分割的に表示し、
　前記視点画像分離部は、パララックスバリアまたはレンチキュラーレンズである
　請求項１６に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記第１の表示部は、複数の視点画像を時分割的に表示し、
　前記第１の表示部の表示動作に同期して透過または遮断可能な左眼シャッタおよび右眼
シャッタを有するシャッタ眼鏡に対して制御信号を送信する制御部をさらに備えた
　請求項１から請求項１５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１９】
　第１の映像信号に基づいて、各画素の光透過度合を示す透過映像信号を生成する透過映
像信号生成装置と、
　表示装置と
　を備え、
　前記表示装置は、
　前記透過映像信号に基づいて、前記第１の映像信号が示すフレーム画像のうちの一部の
画像部分以外の領域における輝度情報の値を、光透過度合を高めるように変更することに
より第２の映像信号を生成する輝度情報生成部と、
　前記第２の映像信号に基づいて、前記画像部分に対応する領域の画素については前記第
２の映像信号に応じた映像表示を行うとともに前記画像部分以外の領域の画素については
透過性表示を行う第１の表示部と、
　前記第１の表示部の背面側に配置され、前記画像部分に対応する領域の画素については
単一色または混合色からなるダミー背景画像を表示し、前記画像部分以外の領域の画素に
ついては透過性表示を行う第２の表示部と
　を有する
　表示システム。
【請求項２０】
　第１の映像信号に基づいて、各画素の光透過度合を示す透過映像信号を生成し、
　前記透過映像信号に基づいて、第１の映像信号が示すフレーム画像のうちの一部の画像
部分以外の領域における輝度情報の値を、光透過度合を高めるように変更することにより
第２の映像信号を生成し、
　第１の表示部において、前記第２の映像信号に基づいて、前記画像部分に対応する領域
の画素については前記第２の映像信号に応じた映像表示を行うとともに前記画像部分以外
の領域の画素については透過性表示を行い、
　前記第１の表示部の背面側に配置された第２の表示部において、前記画像部分に対応す
る領域の画素については単一色または混合色からなるダミー背景画像を表示し、前記画像
部分以外の領域の画素については透過性表示を行う
　表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、画像を表示する表示装置、およびそのような表示装置で用いられる表示方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示部を透明な材料で構成した、いわゆるシースルーディスプレイが開発されて
いる。このような透過型の表示部を有する表示装置では、通常の表示装置と異なり、現実
の風景に文字や画像を重畳して表示することができる。このような表示装置は、例えば、
ＡＲ（Augmented Reality）など、様々な用途に用いられることが期待される。
【０００３】
　このような透過型の表示部は、例えば、有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子、無機
ＥＬ素子、液晶素子などを用いたものが開発されている。例えば、特許文献１には、有機
ＥＬ素子を用いて透過型の表示部を構成した表示装置が開示されている。また、例えば非
特許文献１には、このような有機ＥＬ素子に使用可能な透明導電材料が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－３４９９６号公報
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】公益社団法人日本セラミックス協会編、「環境調和型新材料シリーズ、
ディスプレイ材料」、日刊工業新聞社、２０１３年１月３０日、ｐ．１４４－１５１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような透過型の表示部を有する表示装置では、例えば、表示内容や、表示装置を使
用する環境によって、視認性が低下するおそれがある。例えば、有機ＥＬ素子を用いて透
過型の表示部を構成し、暗い画像を明るい環境で表示する場合には、画像のうちの暗い部
分が透過してしまうため、ユーザは、本来暗い画像を表示すべき部分に、明るい環境での
風景を観察してしまう。また、例えば、液晶素子を用いて透過型の表示部を構成し、明る
い画像を暗い環境で表示する場合には、画像のうちの明るい部分が透過してしまうため、
ユーザは、本来明るい画像を表示すべき部分に、暗い環境での風景を観察してしまう。こ
のように、これらの表示装置では、表示内容や、表示装置を使用する環境によっては、ユ
ーザは、表示装置が表示しようとする画像を視認できないおそれがある。よって、透過型
の表示部を有する表示装置では、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、高い視
認性を実現できることが望まれる。
【０００７】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、表示内容や、表示装置を
使用する環境によらず、視認性を高めることができる表示装置、表示システム、および表
示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の表示装置は、輝度情報生成部と、第１の表示部と、第２の表示部とを備えてい
る。輝度情報生成部は、各画素の光透過度合を示す透過映像信号に基づいて、第１の映像
信号が示すフレーム画像のうちの一部の画像部分以外の領域における輝度情報の値を、光
透過度合を高めるように変更することにより第２の映像信号を生成するものである。第１
の表示部は、第２の映像信号に基づいて、画像部分に対応する領域の画素については第２
の映像信号に応じた映像表示を行うとともに画像部分以外の領域の画素については透過性
表示を行うものである。第２の表示部は、第１の表示部の背面側に配置され、画像部分に
対応する領域の画素については単一色または混合色からなるダミー背景画像を表示し、画
像部分以外の領域の画素については透過性表示を行うものである。ここで、「第２の映像
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信号に応じた映像表示」は、第２の映像信号が示す部分画像をそのまま表示することの他
、その部分画像を、光透過度合いをやや高めて表示することをも含むものである。「透過
性表示」は、完全な透明表示には限られず、光透過度合いをやや低下させた表示をも含む
ものである。また、「ダミー背景画像」の表示は、完全な不透明状態での表示には限られ
ず、光透過度合いをやや高めた表示をも含むものである。
　本発明の表示システムは、透過映像信号生成装置と、表示装置とを備えている。透過映
像信号生成部は、第１の映像信号に基づいて、各画素の光透過度合を示す透過映像信号を
生成するものである。表示装置は、輝度情報生成部と、第１の表示部と、第２の表示部と
を有している。輝度情報生成部は、透過映像信号に基づいて、第１の映像信号が示すフレ
ーム画像のうちの一部の画像部分以外の領域における輝度情報の値を、光透過度合を高め
るように変更することにより第２の映像信号を生成するものである。第１の表示部は、第
２の映像信号が示すフレーム画像のうちの一部の画像部分に対応する領域の画素について
は第２の映像信号に応じた映像表示を行うとともに画像部分以外の領域の画素については
透過性表示を行うものである。第２の表示部は、第１の表示部の背面側に配置され、画像
部分に対応する領域の画素については単一色または混合色からなるダミー背景画像を表示
し、画像部分以外の領域の画素については透過性表示を行うものである。
【０００９】
　本発明の表示方法は、第１の映像信号に基づいて、各画素の光透過度合を示す透過映像
信号を生成し、透過映像信号に基づいて、第１の映像信号が示すフレーム画像のうちの一
部の画像部分以外の領域における輝度情報の値を、光透過度合を高めるように変更するこ
とにより第２の映像信号を生成し、第１の表示部において、第２の映像信号に基づいて、
画像部分に対応する領域の画素については第２の映像信号に応じた映像表示を行うととも
に画像部分以外の領域の画素については透過性表示を行い、第１の表示部の背面側に配置
された第２の表示部において、画像部分に対応する領域の画素については単一色または混
合色からなるダミー背景画像を表示し、画像部分以外の領域の画素については透過性表示
を行うものである。
【００１０】
　本発明の表示装置、表示システム、および表示方法では、第１の表示部と第２の表示部
において表示が行われる。その際、第１の表示部では、画像部分に対応する領域の画素に
ついては映像信号に応じた映像表示が行われ、画像部分以外の領域の画素については透過
性表示が行われる。また、第２の表示部では、画像部分に対応する領域の画素については
単一色または混合色からなるダミー背景画像が表示され、画像部分以外の領域の画素につ
いては透過性表示が行われる。
【００１１】
　本発明の表示装置では、例えば、第２の表示部は、透過映像信号に基づいて透過性表示
を行うことが望ましい。この場合、例えば、画像部分に対応する領域における透過映像信
号が示す平均光透過度合は、画像部分以外の領域における透過映像信号が示す平均光透過
度合よりも低いことが望ましい。例えば、光透過度合は、画像部分以外の領域において一
様でなくてもよいし、一様であってもよい。また、例えば、透過映像信号に対してフィル
タ処理を行うフィルタ部をさらに備え、第１の表示部および第２の表示部は、フィルタ処
理が行われた透過映像信号に基づいて透過性表示を行うようにしてもよい。
【００１２】
　例えば、映像信号および透過映像信号が互いに多重化された状態で入力される入力部を
さらに備えてもよい。もしくは、例えば、映像信号が入力される第１の入力部と、透過映
像信号が入力される第２の入力部とをさらに備えてもよい。この場合、第２の入力部をネ
ットワークインタフェースを用いて構成し、透過映像信号をインターネットを介して供給
するようにすることができる。また、映像信号に基づいて透過映像信号を生成する透過映
像信号生成部をさらに備えてもよい。
【００１３】
　第１の表示部および第２の表示部は、例えば、以下のような構成にすることができる。
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すなわち、第１の表示部を自発光型の表示部を用いて構成し、第２の表示部を非発光型の
表示部を用いて構成することができる。この場合、輝度情報生成部は、第１の映像信号に
含まれる画像部分以外の領域における輝度情報の値を低くすることにより第２の映像信号
を生成することが望ましい。また、第１の表示部を非発光型の表示部を用いて構成し、第
２の表示部を自発光型の表示部を用いて構成してもよい。この場合、輝度情報生成部は、
第１の映像信号に含まれる画像部分以外の領域における輝度情報の値を高くすることによ
り第２の映像信号を生成することが望ましい。さらに、第１の表示部を非発光型の表示部
を用いて構成し、第２の表示部を、選択反射型の表示部を用いて構成してもよい。この場
合、輝度情報生成部は、第１の映像信号に含まれる画像部分以外の領域における輝度情報
の値を高くすることにより第２の映像信号を生成することが望ましい。ここで、選択反射
型の表示部は、例えば、表示面から入射した光を画素単位で反射可能に構成されたもので
ある。また、例えば、第１の表示部および第２の表示部を、一体として形成してもよい。
【００１４】
　また、例えば、第２の映像信号に基づいて、画像部分に対応する領域の画素については
映像信号に応じた映像表示を行うとともに画像部分以外の領域の画素については透過性表
示を行う第３の表示部をさらに備え、第１の表示部、第２の表示部、第３の表示部がこの
順に配置されるようにしてもよい。

                                                                                
【００１５】
　また、例えば、第１の表示部は、複数の視点画像を表示し、ユーザが複数の視点画像の
それぞれを分離して観察するための視点画像分離部をさらに備えてもよい。具体的には、
例えば、第１の表示部は、複数の視点画像を空間分割的に表示し、視点画像分離部は、パ
ララックスバリアまたはレンチキュラーレンズであってもよい。また、例えば、第１の表
示部は、複数の視点画像を時分割的に表示し、第１の表示部の表示動作に同期して透過ま
たは遮断可能な左眼シャッタおよび右眼シャッタを有するシャッタ眼鏡に対して制御信号
を送信する制御部をさらに備えてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の表示装置、表示システム、および表示方法によれば、第１の表示部と第２の表
示部とを設けるようにしたので、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、視認性
を高めることができる。

                                                                                
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示した表示装置の一構成例を表す説明図である。
【図３】フレーム画像の一例を表す説明図である。
【図４】透過映像信号の一例を表す説明図である。
【図５Ａ】ユーザが観察する観察画像の一例を表す説明図である。
【図５Ｂ】ユーザが観察する観察画像の他の例を表す説明図である。
【図６】第１の実施の形態の比較例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図７】第１の実施の形態の比較例に係る観察画像の一例を表す説明図である。
【図８】変形例に係る透過映像信号の一例を表す説明図である。
【図９Ａ】変形例に係る観察画像の一例を表す説明図である。
【図９Ｂ】変形例に係る観察画像の他の例を表す説明図である。
【図１０】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
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【図１１】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１２】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１３】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１４】図１３に示した表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図１５】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表す説明図である。
【図１６】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図１７】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図１８】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１９】図１８に示した表示装置の一構成例を表す説明図である。
【図２０】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２１】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表す説明図である。
【図２２Ａ】第２の実施の形態に係る観察画像の一例を表す説明図である。
【図２２Ｂ】第２の実施の形態に係る観察画像の他の例を表す説明図である。
【図２３】第２の実施の形態の比較例に係る観察画像の一例を表す説明図である。
【図２４】実施の形態に係る表示装置の適用例を表す説明図である。
【図２５】実施の形態に係る表示装置の他の適用例を表す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．第１の実施の形態
２．第２の実施の形態
３．適用例
【００１９】
＜１．第１の実施の形態＞
［構成例］
　図１は、第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すものである。表示装置１は
、表示面を透明な材料で構成し、現実の風景に文字や画像を重畳して表示することが可能
な、いわゆるシースルーディスプレイである。なお、本発明の実施の形態に係る表示方法
は、本実施の形態により具現化されるので、併せて説明する。
【００２０】
　表示装置１は、入力部１１と、輝度情報生成部１２と、駆動部１３と、表示部１４と、
駆動部２３と、表示部２４とを備えている。この表示装置１は、映像信号Ｓdispと透過映
像信号Ｓａとが多重化された信号Ｓinに基づいて表示を行うものである。映像信号Ｓdisp
は、赤色（Ｒ）の輝度情報ＩＲ、緑色（Ｇ）の輝度情報ＩＧ、および青色（Ｂ）の輝度情
報ＩＢを含むものである。輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢは、この例では、それぞれ、“０”
以上かつ“１”以下の値を示すものである。ここで、値“０”は最小輝度（すなわち黒表
示）を示し、値“１”は、最大輝度を示す。透過映像信号Ｓａは、画素ごとの光透過度合
を示す透過度情報αを含むものである。透過度情報αは、この例では、“０”以上かつ“
１”以下の値を示すものである。ここで、値“０”は非透過を示し、値“１”は透過を示
す。透過度情報αの値は、この例では、後述するように、映像信号Ｓdispが示すフレーム
画像Ｆにおけるある画像部分Ａに対応する領域において光透過度合が低くなるように設定
されるとともに、その画像部分Ａに対応する領域以外の領域において光透過度合が高くな
るように設定されている。
【００２１】
　入力部１１は、信号Ｓinを受け取る入力インタフェースである。この入力部１１は、信
号Ｓinから、映像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａをそれぞれ分離するとともに、映像
信号Ｓdispを輝度情報生成部１２に供給し、透過映像信号Ｓａを輝度情報生成部１２およ
び駆動部２３に供給する機能をも有している。
【００２２】
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　輝度情報生成部１２は、映像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａに基づいて、映像信号
Ｓdisp2を生成するものである。具体的には、輝度情報生成部１２は、ある画素における
輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと、その画素における透過度情報αとに基づいて、輝度情報Ｉ
Ｒ２，ＩＧ２，ＩＢ２をそれぞれ生成する。その際、輝度情報生成部１２は、透過度情報
αの値が十分に低い画素（光透過度合が十分に低い画素）では輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢ
をそのまま輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２とし、透過度情報αの値が高い画素（光透過
度合が高い画素）では、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの値を低くすることにより輝度情報Ｉ
Ｒ２，ＩＧ２，ＩＢ２を生成する。すなわち、表示部１４は、後述するように、自発光の
デバイスであるとともに透過型のデバイスであるので、透過度情報αの値が高い画素（光
透過度合が高い画素）では、輝度情報の値を低くすることにより、表示部１４の画素Ｐ（
後述）における光透過度合を高めようとする。輝度情報生成部１２は、このようにして生
成した輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２を、映像信号Ｓdisp2として出力するようになっ
ている。
【００２３】
　駆動部１３は、映像信号Ｓdisp2に基づいて表示部１４を駆動するものである。具体的
には、駆動部１３は、映像信号Ｓdisp2に基づいて、表示部１４の各画素Ｐ（後述）を線
順次走査により駆動し、表示部１４に、映像信号Ｓdisp2に基づく表示をさせるようにな
っている。
【００２４】
　表示部１４は、表示領域が透明に構成されたいわゆる透過型のものであり、駆動部１３
による駆動に基づいて、自発光により画像を表示するものである。このような表示部１４
は、例えば、有機ＥＬ素子や、無機ＥＬ素子などを用いて構成することができる。表示部
１４は、後述するように、表示部２４の手前に、表示部２４と互いに重なるように配置さ
れている。
【００２５】
　表示部１４には、画素Ｐがマトリクス状に配置されている。各画素Ｐは、図示していな
いが、この例では、赤色（Ｒ）のサブ画素ＰsubR、緑色（Ｇ）のサブ画素ＰsubG、および
青色（Ｂ）のサブ画素ＰsubBを有している。表示部１４は、これらのサブ画素ＰsubR，Ｐ
subG，ＰsubBが、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２に応じた輝度でそれぞれ発光すること
により、画像を表示するようになっている。
【００２６】
　駆動部２３は、透過映像信号Ｓａに基づいて表示部２４を駆動するものである。具体的
には、駆動部２３は、透過映像信号Ｓａに基づいて、表示部２４の各画素Ｑ（後述）を線
順次走査により駆動し、表示部２４に、透過映像信号Ｓａに基づく表示をさせるようにな
っている。
【００２７】
　表示部２４は、表示領域が透明に構成されたいわゆる透過型のものであり、駆動部２３
による駆動に基づいて、光透過度合を設定するものである。このような表示部２４は、例
えば、液晶素子を用いて構成することができる。表示部２４は、後述するように、表示部
１４の背面側に、表示部１４と互いに重なるように配置されている。この表示部２４には
、画素Ｑがマトリクス状に配置されている。各画素Ｑは、透過度情報αに基づいて、光透
過度合を設定できるようになっている。その際、画素Ｑは、光透過度合が十分に低い場合
には、例えば黒色などの暗い色になることが望ましい。すなわち、画素Ｑは、透過度情報
αの値が高いほど光透過度合が高くなり、透過度情報αの値が低いほど光透過度合が低く
なり黒色になるものである。
【００２８】
　図２は、表示部１４，２４との配置を表すものである。表示部１４と表示部２４とは、
互いに重なるように配置されている。具体的には、ユーザ９が観察する表示面側に表示部
１４が配置され、その表示部１４の背面側に表示部２４が配置されている。このように、
表示装置１では、別体として設けられた表示部１４と表示部２４とが、互いに重なりあう
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ように配置されている。この例では、表示部２４における各画素Ｑは、表示部１４におけ
る各画素Ｐとそれぞれ対応している。なお、これに限定されるものではなく、これに変え
て、例えば、表示部２４における各画素Ｑが、表示部１４における複数の画素Ｐとそれぞ
れ対応するようにしてもよい。
【００２９】
　この構成により、表示装置１では、表示部１４，２４の表示領域において、風景（図２
の例では家屋８など）に文字や画像を重畳して表示することができるようになっている。
その際、表示装置１では、透過度情報αに基づいて、表示部１４の各画素Ｐにおける輝度
を設定するとともに、表示部２４の各画素Ｑにおける光透過度合を設定する。これにより
、表示装置１では、後述するように、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、視
認性を高めることができるようになっている。
【００３０】
　ここで、表示部１４は、本開示における「第１の表示部」の一具体例に対応する。表示
部２４は、本開示における「第２の表示部」の一具体例に対応する。映像信号Ｓdispは、
本開示における「映像信号」の一具体例に対応する。
【００３１】
［動作および作用］
　続いて、本実施の形態の表示装置１の動作および作用について説明する。
【００３２】
（全体動作概要）
　まず、図１を参照して、表示装置１の全体動作概要を説明する。入力部１１は、信号Ｓ
inから映像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａをそれぞれ分離するとともに、映像信号Ｓ
dispを輝度情報生成部１２に供給し、透過映像信号Ｓａを輝度情報生成部１２および駆動
部２３に供給する。輝度情報生成部１２は、映像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａに基
づいて、映像信号Ｓdisp2を生成する。駆動部１３は、映像信号Ｓdisp2に基づいて表示部
１４を駆動する。表示部１４は、駆動部１３による駆動に基づいて、自発光により画像を
表示する。駆動部２３は、透過映像信号Ｓａに基づいて表示部２４を駆動する。表示部２
４は、駆動部２３による駆動に基づいて、画素Ｑごとに光透過度合を設定する。
【００３３】
（詳細動作）
　表示装置１は、映像信号Ｓdispと透過映像信号Ｓａとが多重化された信号Ｓinに基づい
て表示を行う。その際、表示装置１では、透過度情報αに基づいて、表示部１４の各画素
Ｐにおける輝度を設定するとともに、表示部２４の各画素Ｑにおける光透過度合を設定す
る。以下に、表示装置１の詳細動作について説明する。
【００３４】
　図３は、映像信号Ｓdispが示すフレーム画像Ｆの一例を表すものである。このフレーム
画像Ｆは、中央付近に縞馬が配置されるとともに、その縞馬以外の部分を黒色で表したも
のである。以下の例では、フレーム画像Ｆのうち、この縞馬が配置された部分を画像部分
Ａとして説明する。
【００３５】
　図４は、透過映像信号Ｓａが示す透過度情報αのマップデータＭＡＰαの一例を表すも
のである。図４において、白色で表された部分は透過度情報αの値が“０”（非透過）で
あることを示し、黒色で表された部分は透過度情報αの値が“１”（透過）であることを
示している。この例では、画像部分Ａに対応する領域の透過度情報αの値を“０”（非透
過）にしている。また、画像部分Ａに対応する領域以外の領域では、透過度情報αの値“
１”と値“０”とを所定のパターンで設定している。すなわち、画像部分Ａに対応する領
域以外の領域における光透過度合の平均値は、透過度情報αの値が“１”（透過）である
領域の面積と、透過度情報αの値が“０”（非透過）である領域の面積との面積比率に応
じた値になる。このようにして、透過度情報αは、画像部分Ａに対応する領域において光
透過度合が低くなるように設定されるとともに、その画像部分Ａに対応する領域以外の領
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域において光透過度合が高くなるように設定される。
【００３６】
　なお、この例では、画像部分Ａに対応する領域において、透過度情報αの値を“０”（
非透過）にしたが、これに限定されるものではなく、画像部分Ａに対応する領域における
光透過度合が、その画像部分Ａに対応する領域以外の領域における光透過度合よりも低く
なるような様々な設定が可能である。例えば、画像部分Ａに対応する領域において、透過
度情報αの値を、半透明を示す値（例えば“０．２”等）にしてもよいし、透過度情報α
の値“１”と値“０”とを所定のパターンで設定してもよい。
【００３７】
　また、この例では、画像部分Ａに対応する領域以外の領域において、透過度情報αの値
“１”と値“０”とを所定のパターンで設定したが、これに限定されるものではなく、画
像部分Ａに対応する領域以外の領域における光透過度合が、その画像部分Ａに対応する領
域における光透過度合よりも高くなるような様々な設定が可能である。例えば、画像部分
Ａに対応する領域以外の領域において、透過度情報αの値“１”と値“０”のパターンが
、フレーム画像Ｆごとに異なるようにしてもよい。具体的には、例えば、あるフレーム画
像Ｆに係るパターンと、次のフレーム画像Ｆに係るパターンにおいて、図４に示した値“
１”と値“０”のパターンのうちの値“１”の部分（非透過）が異なるようにすることが
できる。また、例えば、画像部分Ａに対応する領域以外の領域において、透過度情報αの
値を、一様に、半透明を示す値（例えば“０．８”等）や、値“１”（透過）に設定して
もよい。
【００３８】
　輝度情報生成部１２は、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢ、および
透過映像信号Ｓａに含まれる透過度情報αに基づいて、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２
を生成する。具体的には、輝度情報生成部１２は、透過度情報αの値が低い画素（光透過
度合が低い画素）では輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢをそのまま輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，Ｉ
Ｂ２とし、透過度情報αの値が高い画素（光透過度合が高い画素）では、輝度情報ＩＲ，
ＩＧ，ＩＢをそれぞれ低くすることにより輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２を生成する。
すなわち、表示部１４は、自発光のデバイスであるとともに透過型のデバイスであるので
、透過度情報αの値が高い画素（光透過度合が高い画素）では、輝度情報の値を低くする
ことにより、表示部１４の画素Ｐにおける光透過度合を高めようとする。このようにして
、輝度情報生成部１２は、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢおよび透過度情報αに基づいて輝度
情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２を生成し、映像信号Ｓdisp2として出力する。
【００３９】
　駆動部１３は、この映像信号Ｓdisp2に基づいて表示部１４を駆動し、表示部１４は、
自発光により画像を表示する。また、駆動部２３は、透過映像信号Ｓａに基づいて表示部
２４を駆動し、表示部２４は、画素Ｑごとに光透過度合を設定する。
【００４０】
　図５Ａは、日中などの明るい環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すもの
である。このような明るい環境において、ユーザ９は、縞馬が配置された部分（画像部分
Ａ）では、その縞馬を観察することができるとともに、縞馬が配置された部分以外の部分
（画像部分Ａ以外の部分）では、表示装置１の向こう側の風景（この例では、明るい環境
における家屋８）を観察することができる。すなわち、表示装置１では、縞馬が配置され
た部分（画像部分Ａ）では、透過度情報αの値が低い（光透過度合が低い）ため、表示部
１４は、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと同等の輝度情報ＩＲ２，
ＩＧ２，ＩＢ２に基づいて表示を行い、表示部２４は、この部分における光透過度合を低
くして黒色を表示する。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示
す画像と同等の画像を観察する。一方、縞馬が配置された部分以外の部分（画像部分Ａ以
外の部分）では、透過度情報αの値が高い（光透過度合が高い）ため、表示部１４，２４
は、この部分における光透過度合を高くする。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａ以外
の部分では、表示装置１の向こう側の風景（この例では、明るい環境における家屋８）を
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観察する。
【００４１】
　図５Ｂは、夕方などの暗い環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すもので
ある。このような暗い環境において、ユーザ９は、縞馬が配置された部分（画像部分Ａ）
では、その縞馬を観察することができるとともに、縞馬が配置された部分以外の部分（画
像部分Ａ以外の部分）では、表示装置１の向こう側の風景（この例では、暗い環境におけ
る家屋８）を観察することができる。すなわち、表示装置１では、縞馬が配置された部分
（画像部分Ａ）では、透過度情報αの値が低い（光透過度合が低い）ため、表示部１４は
、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと同等の輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２
，ＩＢ２に基づいて表示を行い、表示部２４は、この部分における光透過度合を低くして
黒色を表示する。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示す画像
と同等の画像を観察する。一方、縞馬が配置された部分以外の部分（画像部分Ａ以外の部
分）では、透過度情報αの値が高い（光透過度合が高い）ため、表示部１４，２４は、こ
の部分における光透過度合を高くする。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａ以外の部分
では、表示装置１の向こう側の風景（この例では、暗い環境における家屋８）を観察する
。
【００４２】
　このように、表示装置１では、透過度情報αに基づいて、表示部１４の各画素Ｐにおけ
る輝度を設定するとともに、表示部２４の各画素Ｑにおける光透過度合を設定する。これ
により、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像を観察す
ることができるとともに、画像部分Ａ以外の部分では、表示装置１の向こう側の風景を観
察することができ、以下に示す比較例の場合と比べて、視認性を高めることができる。
【００４３】
　また、表示装置１では、映像信号Ｓdispに加えて、透過映像信号Ｓａを供給するだけで
表示を行うことができるので、映像コンテンツを制作する際に、過去の様々な映像資源を
有効に活用することができる。すなわち、透過映像信号Ｓａは、映像信号Ｓdispと比較し
てデータ量が少なくシンプルなものであるため、映像信号Ｓdispに基づいて容易に作成す
ることができる。よって、表示装置１で表示するための映像コンテンツを制作する際に、
過去の様々な映像資源に基づいて、透過映像信号Ｓａを容易に準備することができるため
、これらの映像資源を有効に活用することができる。また、透過映像信号Ｓａは、このよ
うにデータ量が少なくシンプルなものであるため、新たに映像コンテンツを制作する際も
、ほとんど負担なく制作することができる。
【００４４】
　また、表示装置１では、すでに実用化されている様々な表示部（有機ＥＬ表示部や液晶
表示部など）を、表示部１４，２４に適用することができるため、デバイスを新たに開発
する必要がないので、既存の生産ラインを有効に活用することができるとともに、開発費
を抑えることができる。
【００４５】
　また、表示装置１では、通常の表示装置と異なり、現実の風景に文字や画像を重畳して
表示することにより、文字や画像をその場の風景に溶け込ませるような表現ができるため
、ユーザにこれまでにない驚きを提供することができる。
【００４６】
（比較例）
　次に、比較例と対比して、本実施の形態の作用を説明する。
【００４７】
　図６は、比較例に係る表示装置１Ｒの一構成例を表すものである。表示装置１Ｒは、入
力部１１Ｒと、駆動部１３と、表示部１４とを備えている。入力部１１Ｒは、映像信号Ｓ
dispを受け取る入力インタフェースであり、その映像信号Ｓdispを駆動部１３に供給する
ようになっている。すなわち、本比較例に係る表示装置１Ｒは、本実施の形態に係る表示
装置１から、輝度情報生成部１２、駆動部２３、および表示部２４を省いたものであり、
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透過映像信号Ｓａを用いずに、映像信号Ｓdispのみに基づいて表示を行うものである。
【００４８】
　図７は、日中などの明るい環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すもので
ある。表示装置１Ｒでは、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに基づい
て表示が行われる。その際、フレーム画像Ｆ（図３）のうちの黒い部分、すなわち、縞馬
の縞模様における黒い部分、および縞馬以外の部分では、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの値
が低いため、自発光のデバイスであるとともに透過型のデバイスである表示部１４では、
これらの部分における光透過度合が高くなる。よって、ユーザ９は、表示装置１の向こう
側の風景（この例では、明るい環境における家屋８）を観察する。また、フレーム画像Ｆ
（図３）のうちの白い部分、すなわち、縞馬の縞模様における白い部分は、輝度情報ＩＲ
，ＩＧ，ＩＢの値が高いため、表示部１４は、自発光により白色を表示する。
【００４９】
　よって、図７に示したように、例えば、縞馬のうち家屋８と重なっていない部分では、
ユーザ９は、縞馬を視認しにくくなるおそれがある。すなわち、この部分において、縞馬
の縞模様のうちの白い部分では、ユーザ９は、表示部１４の発光による白色を観察する。
また、縞馬の縞模様のうちの黒い部分では、表示部１４が透過するため、ユーザ９は、表
示装置１の向こう側の風景（明るい環境での風景）を観察する。このとき、表示部１４の
発光による白色と、環境（明るい環境での風景）の白色との差が小さいため、ユーザ９は
、縞馬を視認しにくくなるおそれがある。
【００５０】
　また、例えば、縞馬のうち家屋８と重なっている部分でも、ユーザ９は、縞馬を視認し
にくくなるおそれがある。すなわち、この部分において、縞馬の縞模様のうちの白い部分
では、ユーザ９は、表示部１４の発光による白色を観察する。また、縞馬の縞模様のうち
の黒い部分では、表示部１４が透過するため、ユーザ９は、表示装置１の向こう側の風景
（家屋８）を観察する。よって、例えば、家屋８が白色である場合には、表示部１４の発
光による白色と、環境（家屋８）の白色との差が小さいため、ユーザ９は、縞馬を視認し
にくくなるおそれがある。また、全く同様に、家屋８が例えば青色である場合には、ユー
ザ９は、青色と白色の縞模様を観察してしまう。
【００５１】
　一方、本実施の形態に係る表示装置１では、透過度情報αに基づいて、表示部１４の各
画素Ｐにおける輝度を設定するとともに、表示部２４の各画素Ｑにおける光透過度合を設
定するようにした。これにより、表示装置１では、縞馬が配置された部分（画像部分Ａ）
では、表示部１４は、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像を表示し、表示部２４は、
光透過度合を低くして黒色を表示する。また、縞馬が配置された部分以外の部分では、表
示部１４，２４は、光透過度合を高くする。これにより、ユーザ９は、図５Ａに示したよ
うに、日中などの明るい環境においても、縞馬の白色と黒色の縞模様を視認することがで
きる。このように、表示装置１では、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、視
認性を高めることができる。
【００５２】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、２つの表示部１４，２４を設け、表示部１４に画像を
表示し、表示部２４において画素ごとに光透過度合を設定したので、表示内容や、表示装
置を使用する環境によらず、視認性を高めることができる。
【００５３】
　本実施の形態では、透過度情報に基づいて、表示部１４の各画素における輝度を設定す
るとともに、表示部２４の各画素における光透過度合を設定するようにしたので、視認性
を高めることができる。
【００５４】
　本実施の形態では、映像信号に加えて、透過映像信号を供給するだけで表示を行うこと
ができるようにしたので、映像コンテンツを制作する際に、過去の様々な映像資源を有効
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に活用することができる。
【００５５】
　本実施の形態では、すでに実用化されている様々な表示部を、２つの表示部に適用する
ことができるため、デバイスを新たに開発する必要がないので、既存の生産ラインを有効
に活用することができるとともに、開発費を抑えることができる。
【００５６】
　本実施の形態では、現実の風景に文字や画像を重畳して表示することにより、文字や画
像をその場の風景に溶け込ませるような表現ができるため、ユーザにこれまでにない驚き
を提供することができる。
【００５７】
［変形例１－１］
　上記実施の形態では、縞馬が配置された部分を画像部分Ａとしたが、これに限定される
ものではなく、画像部分Ａは任意に設定可能である。以下に、本変形例の一例を詳細に説
明する。
【００５８】
　図８は、透過映像信号Ｓａが示す透過度情報αのマップデータＭＡＰαの一例を表すも
のである。この例では、縞馬が配置された部分を含むより広い部分を画像部分Ａとして設
定している。具体的には、この例では、縞馬が配置された部分だけでなく、縞馬の足の周
囲の部分をも画像部分Ａとして設定している。
【００５９】
　図９Ａは、明るい環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すものであり、図
９Ｂは、暗い環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すものである。この場合
には、ユーザ９は、縞馬および縞馬の足の周辺については、映像信号Ｓdispに基づく表示
を観察することができるとともに、それ以外の部分では、表示装置の向こう側の風景を観
察することができる。
【００６０】
　この例では、縞馬が配置された部分を含むより広い部分を画像部分Ａとして設定したが
、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、縞馬のうちの一部分（例えば
顔）のみを画像部分Ａとして設定してもよい。
【００６１】
［変形例１－２］
　上記実施の形態では、輝度情報生成部１２は、透過映像信号Ｓａに基づいて映像信号Ｓ
disp2を生成し、駆動部２３は、透過映像信号Ｓａに基づいて表示部２４を駆動したが、
これに限定するものではない。これに代えて、例えば、図１０に示す表示装置１Ｂのよう
に、透過映像信号Ｓａに対してフィルタ処理を行って透過映像信号Ｓｂを生成するフィル
タ部１５Ｂを備え、輝度情報生成部１２は、映像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓｂに基
づいて映像信号Ｓdisp2を生成し、駆動部２３は、透過映像信号Ｓｂに基づいて表示部２
４を駆動してもよい。具体的には、このフィルタ部１５Ｂは、例えば、透過映像信号Ｓａ
が示すマップデータＭＡＰαに対して平滑化処理（いわゆるアンチエイリアス処理）を行
い、画像部分Ａとその他の部分との間の透過度情報αがなめらかに変化するようにするこ
とができる。このフィルタ部１５Ｂは、例えば、ＦＩＲ（Finite Impulse Response）フ
ィルタを用いて構成することができる。
【００６２】
　なお、この例では、表示装置１Ｂにフィルタ部１５Ｂを設けたが、これに限定されるも
のではなく、例えば、フィルタ部１５Ｂを設けずに表示装置を構成し、このようなフィル
タ処理がなされた透過映像信号Ｓｂを映像信号Ｓdispと多重化させて、表示装置に供給す
るようにしてもよい。
【００６３】
［変形例１－３］
　上記実施の形態では、映像信号Ｓdispと透過映像信号Ｓａとが多重化された信号Ｓinが
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表示装置１に供給されるものとしたが、これに限定されるものではない。以下に、本変形
例についていくつかの例を挙げて詳細に説明する。
【００６４】
　図１１は、本変形例に係る表示装置１Ｃの一構成例を表すものである。表示装置１Ｃは
、別々に供給された映像信号Ｓsispおよび透過映像信号Ｓａに基づいて表示を行うもので
ある。表示装置１Ｃは、入力部１１Ｃと、ネットワークインタフェース１６Ｃとを備えて
いる。入力部１１Ｃは、映像信号Ｓdispを受け取る入力インタフェースであり、その受け
取った映像信号Ｓdispを輝度情報生成部１２に供給するものである。ネットワークインタ
フェース１６Ｃは、この例ではＬＡＮ（Local Area Network）のインタフェースであり、
インターネットに接続されるものである。この表示装置１Ｃでは、例えば、ＤＶＤ（登録
商標）プレーヤから映像信号Ｓdispが供給される。そして、表示装置１Ｃは、その映像信
号Ｓdispに対応した透過映像信号Ｓａを、インターネット上のサーバから取得する。そし
て、表示装置１Ｃは、このようにして取得した映像信号Ｓsispおよび透過映像信号Ｓａに
基づいて表示を行う。
【００６５】
　図１２は、本変形例に係る他の表示装置１Ｄの一構成例を表すものである。表示装置１
Ｄは、透過映像信号生成部１７Ｄを備えている。透過映像信号生成部１７Ｄは、入力部１
１Ｃから供給された映像信号Ｓdispに基づいて、透過映像信号Ｓａを生成し、その透過映
像信号Ｓａを輝度情報生成部１２および駆動部２３に供給するものである。その際、透過
映像信号生成部１７Ｄは、例えば、映像信号Ｓdispが示すフレーム画像Ｆにおいて、人や
動物などのそのフレーム画像Ｆにおける主たる表示対象物を、例えばパターン認識などを
用いて検出する。そして、透過映像信号生成部１７Ｄは、フレーム画像Ｆにおけるその表
示対象物が配置された部分を画像部分Ａとして設定し、透過映像信号Ｓａを生成する。そ
の際、透過映像信号生成部１７Ｄは、透過度情報αの値を、画像部分Ａに対応する領域に
おいて光透過度合が低くなるように設定するとともに、その画像部分Ａに対応する領域以
外の領域において光透過度合が高くなるように設定する。このように構成することにより
、表示装置１Ｄは、透過映像信号Ｓａが供給されなくても、映像信号Ｓdispに基づいて透
過映像信号Ｓａを生成することができるため、上記実施の形態の場合と同様の効果を得る
ことができる。これにより、表示装置１Ｄでは、過去の様々な映像資源をそのまま利用す
ることができる。
【００６６】
［変形例１－４］
　上記実施の形態では、映像信号Ｓdispに基づいて２Ｄ表示を行ったが、これに限定され
るものではなく、これに代えて、例えば、３Ｄ表示（立体視表示）を行うようにしてもよ
い。以下に、本変形例についていくつかの例を挙げて詳細に説明する。
【００６７】
　図１３は、本変形例に係る表示装置１Ｅの一構成例を表すものである。表示装置１Ｅは
、アクティブシャッタ方式の立体表示装置である。表示装置１Ｅは、入力部１１Ｅと、シ
ャッタ制御部１８Ｅと、シャッタ眼鏡１９Ｅとを備えている。入力部１１Ｅは、入力部１
１と同様に、信号Ｓinを受け取る入力インタフェースであり、信号Ｓinから、映像信号Ｓ
dispおよび透過映像信号Ｓａを分離するものである。ここで、この例では、映像信号Ｓdi
spは、左眼画像ＦＬに係る輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと右眼画像ＦＲに係る輝度情報ＩＲ
，ＩＧ，ＩＢとを含むものであり、透過映像信号Ｓａは、左眼画像ＦＬに対応したマップ
データＭＡＰαと、右眼画像ＦＬに対応したマップデータＭＡＰαとを含むものである。
また、入力部１１Ｅは、シャッタ制御部１８Ｅに対して、制御信号を供給する機能をも有
している。シャッタ制御部１８Ｅは、入力部１１Ｅから供給される制御信号に基づいてシ
ャッタ制御信号ＣＴＬを生成し、無線通信により、そのシャッタ制御信号ＣＴＬをシャッ
タ眼鏡１９Ｅに対して供給するものである。なお、この例では、シャッタ制御部１８Ｅは
、シャッタ制御信号ＣＴＬを無線通信により供給するものとしたが、これに限定されるも
のではなく、例えば、有線通信により供給してもよい。シャッタ眼鏡１９Ｅは、眼鏡型の
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シャッタ装置であり、ユーザ９（図示せず）が用いることにより、立体視を可能とするも
のである。このシャッタ眼鏡１９Ｅは、左眼シャッタ９Ｌおよび右眼シャッタ９Ｒを有し
ている。左眼シャッタ９Ｌおよび右眼シャッタ９Ｒは、例えば液晶シャッタにより構成さ
れている。これらの左眼シャッタ９Ｌおよび右眼シャッタ９Ｒの透過状態（開状態）およ
び遮光状態（閉状態）は、シャッタ制御部１８Ｅから供給されるシャッタ制御信号ＣＴＬ
により制御されるようになっている。
【００６８】
　図１４は、表示装置１Ｅにおける立体視表示の動作を模式的に表すものである。表示装
置１Ｅでは、表示部１４，２４は、時間軸上において、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲとを
交互に表示する。表示部１４，２４が左眼画像ＦＬを表示しているとき、シャッタ眼鏡１
９Ｅでは、左眼シャッタ９Ｌが開状態になるとともに、右眼シャッタ９Ｒが閉状態になる
。このとき、ユーザ９は左眼で左眼画像ＦＬを観察する。一方、表示部１４，２４が右眼
画像ＦＲを表示しているとき、シャッタ眼鏡１９Ｅでは、左眼シャッタ９Ｌが閉状態にな
るとともに、右眼シャッタ９Ｒが開状態になる。このとき、ユーザ９は右眼で右眼画像Ｆ
Ｒを観察する。これらの動作を交互に繰り返すと、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲとの間に
は視差があるため、ユーザは、これらの一連の画像からなる映像を奥行きのある立体的な
映像として認識することができる。
【００６９】
　図１５は、本変形例に係る他の表示装置１Ｆの一構成例を表すものであり、図１６は、
表示装置１Ｆにおける立体視表示の動作を模式的に表すものである。表示装置１Ｆは、レ
ンチキュラーレンズ方式の立体表示装置である。表示装置１Ｆは、図１５に示すように、
レンチキュラーシート３１を備えている。レンチキュラーシート３１は、表示部１４の手
前に配置されている。このレンチキュラーシート３１は、図１６に示すように、水平方向
に湾曲した凸型のレンズ（レンチキュラーレンズＬＬ）を水平方向に並設したものである
。レンチキュラーシート３１における各レンチキュラーレンズＬＬは、水平方向において
、表示部１４における２つの画素Ｐと対応するように設けられている。表示部１４の各画
素Ｐは、水平方向において、左眼画像ＦＬに係る輝度情報ＩＦＬに基づく表示と、右眼画
像ＦＲに係る輝度情報ＩＦＲに基づく表示とを交互に行う。また、表示部２４の各画素Ｑ
は、図示していないが、水平方向において、左眼画像ＦＬに係る透過度情報αＦＬに基づ
く表示と、右眼画像ＦＲに係る透過度情報αＦＲに基づく表示とを交互に行う。この構成
により、輝度情報ＩＦＬに基づく光は、レンチキュラーレンズＬＬにより屈折して図１６
における左下方向に進み、輝度情報ＩＦＲに基づく光は、レンチキュラーレンズＬＬによ
り屈折して図１６における右下方向に進む。これにより、ユーザ９は、左目で輝度情報Ｉ
ＦＬに基づく光を左眼画像ＦＬとして観察するとともに、右目で輝度情報ＩＦＲに基づく
光を右眼画像ＦＲとして観察する。その結果、ユーザ９は、表示装置１Ｆに表示される映
像を立体的な映像として認識することができる。
【００７０】
　図１７は、本変形例に係る他の表示装置１Ｇにおける立体視表示の動作を模式的に表す
ものである。表示装置１Ｇは、パララックスバリア方式の立体表示装置である。立体表示
装置１Ｇは、図１５に示すように、パララックスバリア３２を備えている。バララックス
バリア３２は、表示部１４の手前に配置されている。このパララックスバリア３２は、光
を通さないバリアＢＢを水平方向に並設したものである。パララックスバリア３２におけ
る各バリアＢＢは、水平方向において、表示部１４における２つの画素Ｐと対応するよう
に設けられている。表示部１４の各画素Ｐは、水平方向において、左眼画像ＦＬに係る輝
度情報ＩＦＬに基づく表示と、右眼画像ＦＲに係る輝度情報ＩＦＲに基づく表示とを交互
に行う。また、表示部２４の各画素Ｑは、図示していないが、水平方向において、左眼画
像ＦＬに係る透過度情報αＦＬに基づく表示と、右眼画像ＦＲに係る透過度情報αＦＲに
基づく表示とを交互に行う。この構成により、輝度情報ＩＦＬに基づく光は、バリアＢＢ
により進行方向が制限されて図１７における左下方向に進み、輝度情報ＩＦＲに基づく光
は、バリアＢＢにより進行方向が制限されて図１７における右下方向に進む。これにより
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、ユーザ９は、左目で輝度情報ＩＦＬに基づく光を左眼画像ＦＬとして観察するとともに
、右目で輝度情報ＩＦＲに基づく光を右眼画像ＦＲとして観察する。その結果、ユーザ９
は、表示装置１Ｇに表示される映像を立体的な映像として認識することができる。
【００７１】
［変形例１－５］
　上記実施の形態では、２つの表示部１４，２４を用いて表示装置１を構成したが、これ
に限定されるものではなく、これに代えて、例えば、３つの表示部を用いて表示装置１Ｈ
を構成してもよい。以下に、本変形例について詳細に説明する。
【００７２】
　図１８は、表示装置１Ｈの一構成例を表すものである。表示装置１Ｈは、表示部３４と
、駆動部３３とを備えている。図１９は、表示装置１Ｈにおける表示部１４，２４，３４
の配置を表すものである。
【００７３】
　表示部３４は、表示部１４と同様に、表示領域が透明に構成されたいわゆる透過型のも
のであり、駆動部３３による駆動に基づいて、自発光により画像を表示するものである。
表示部３４は、図１９に示すように、表示部２４の向こう側に、表示部２４と互いに重な
るように配置されている。すなわち、表示装置１Ｈは、表示部１４の側にいるユーザ９Ａ
が画像を観察することができるとともに、表示部３４の側にいるユーザ９Ｂが画像を観察
することができるように構成されている。表示部３４には、図１８に示すように、画素Ｒ
がマトリクス状に配置されている。この例では、表示部３４における各画素Ｒは、表示部
２４における各画素Ｑとそれぞれ対応している。ここで、表示部３４は、本開示における
「第３の表示部」の一具体例に対応する。
【００７４】
　駆動部３３は、映像信号Ｓdisp2に基づいて表示部３４を駆動するものである。具体的
には、駆動部３３は、映像信号Ｓdisp2に基づいて、表示部３４の各画素Ｒを線順次走査
により駆動し、表示部３４に、映像信号Ｓdisp2に基づく表示をさせるようになっている
。その際、駆動部３３は、表示部３４において、表示部１４に表示される画像を水平方向
に反転した画像を表示させるようになっている。これにより、ユーザ９Ａが観察する画像
は、ユーザ９Ｂが観察する画像を水平方向に反転したものとなる。
【００７５】
　この構成により、表示装置１Ｈでは、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、
視認性を高めることができるとともに、ユーザが両面から画像を観察することができる。
【００７６】
　なお、この例では、表示部１４，３４は、互いに反転した画像を表示したが、これに限
定されるものではなく、異なる画像を表示するように構成してもよい。例えば、ある被写
体を互いに異なる方向から撮影することにより得られた２つの画像を、表示部１４，３４
にそれぞれ表示することができる。具体的には、例えば、表示対象が人間である場合には
、表示部１４は、人間を前から見た画像を表示し、表示部３４は、その人間を後ろから見
た画像を表示する。これにより、表示装置１Ｈでは、よりリアリティの高い表示を行うこ
とができる。
【００７７】
［変形例１－６］
　上記実施の形態では、外部から供給された透過映像信号Ｓａに基づいて表示部１４，２
４が表示を行うようにしたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、
複数の表示モードＭを備え、表示動作を変更できるように構成してもよい。以下に、本変
形例について詳細に説明する。
【００７８】
　図２０は、本変形例に係る表示装置１Ｊの一構成例を表すものである。表示装置１Ｊは
、表示モード設定部３５Ｊと、入力部１１Ｊとを備えている。表示装置１Ｊは、この例で
は２つの表示モードＭ１，Ｍ２を有している。表示モード設定部３５は、ユーザによる操
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作に基づき、表示モードＭ１，Ｍ２のうちの１つを選択し、その選択結果を入力部１１Ｊ
に伝えるようになっている。
【００７９】
　入力部１１Ｊは、表示モードＭ１が選択された場合には、上記実施の形態の場合と同様
に、信号Ｓinから、映像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａを分離するとともに、映像信
号Ｓdispを輝度情報生成部１２に供給し、透過映像信号Ｓａを輝度情報生成部１２および
駆動部２３に供給する。これにより、ユーザ９は、表示モードＭ１では、画像部分Ａでは
、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像を観察することができるとともに、画像部分Ａ
以外の部分では、表示装置１Ｊの向こう側の風景を観察することができる。
【００８０】
　また、入力部１１Ｊは、表示モードＭ２が選択された場合には、信号Ｓinから、映像信
号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａを分離するとともに、映像信号Ｓdispを輝度情報生成部
１２に供給し、透過映像信号Ｓａにおける透過度情報αの値をすべて“０”（非透過）に
置き換えて、その置き換えた透過映像信号Ｓａを輝度情報生成部１２および駆動部２３に
供給する。これにより、表示部１４は、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，
ＩＢと同等の輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２に基づいて表示を行うとともに、表示部２
４は、画面全面を非透過状態にして黒色を表示する。よって、ユーザ９は、表示モードＭ
２では、表示画面全面において、映像信号Ｓdispが示すフレーム画像Ｆ（例えば図３のフ
レーム画像Ｆ）と同等の画像を観察することができる。
【００８１】
［変形例１－７］
　上記実施の形態では、輝度情報生成部１２を設け、映像信号Ｓdispおよび透過映像信号
Ｓａに基づいて映像信号Ｓdisp2を生成するようにしたが、これに限定されるものではな
く、これに代えて、例えば、輝度情報生成部１２を省き、駆動部１３がこの映像信号Ｓdi
spに基づいて動作するように構成してもよい。
【００８２】
［変形例１－８］
　上記実施の形態では、表示部１４と表示部２４とをそれぞれ別体として構成し、表示部
１４，２４が互いに重なるように配置したが、これに限定されるものではなく、これに代
えて、例えば、図２１に示す表示装置６０のように、表示部１４，２４を一体として形成
してもよい。表示装置６０は、表示部１４に対応する表示部６０Ａと、表示部２４に対応
する表示部６０Ｂとが、一体として形成されている。具体的には、表示装置６０では、例
えば、画素Ｐと画素Ｑとが積層して形成されている。
【００８３】
［その他の変形例］
　上記実施の形態および上記各変形例のうちの２以上を組み合わせてもよい。
【００８４】
＜２．第２の実施の形態＞
　次に、第２の実施の形態に係る表示装置２について説明する。本実施の形態は、２つの
表示部のうちのユーザ９側の表示部を、非発光型の表示部で構成したものである。なお、
上記第１の実施の形態に係る表示装置１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し
、適宜説明を省略する。
【００８５】
［構成例］
　図１，２に示したように、表示装置２は、表示部４４と、表示部５４と、輝度情報生成
部４２とを備えている。
【００８６】
　表示部４４は、表示領域が透明に構成されたいわゆる透過型のものであり、駆動部１３
による駆動に基づいて、光透過度合を設定することにより、画像を表示するものである。
このような表示部４４は、例えば、液晶素子を用いて構成することができる。表示部４４
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は、図２に示したように、表示部５４の手前に、表示部５４と互いに重なるように配置さ
れている。表示部４４には、画素Ｐがマトリクス状に配置されている。各画素Ｐは、図示
していないが、この例では、赤色（Ｒ）のサブ画素ＰsubR、緑色（Ｇ）のサブ画素ＰsubG
、および青色（Ｂ）のサブ画素ＰsubBを有している。サブ画素ＰsubRは赤色のカラーフィ
ルタを有するものであり、サブ画素ＰsubGは緑色のカラーフィルタを有するものであり、
サブ画素ＰsubBは青色のカラーフィルタを有するものである。表示部４４は、これらのサ
ブ画素ＰsubR，ＰsubG，ＰsubBにおける光透過度合を、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２
に応じて設定することにより、画像を表示するようになっている。
【００８７】
　表示部５４は、表示領域が透明に構成されたいわゆる透過型のものであり、駆動部２３
による駆動に基づいて、白色光を発光するものである。このような表示部５４は、例えば
、有機ＥＬ素子や、無機ＥＬ素子などを用いて構成することができる。なお、これに限定
されるものではなく、白色光を発光できる透過型のものであれば、どのようなものを用い
てもよく、例えば、電界放出ディスプレイ（ＦＥＤ；Field Emissive Display）に用いら
れる技術などを適用してもよい。また、ウムフィルム（登録商標）などの調光シートに用
いられる技術を適用してもよい。この場合、光源をさらに設け、光源から発した光を調光
シートで乱反射させることにより白色を表示させることができる。白色光を発光する発光
体としては、例えば、青色付近の広い波長範囲の光を発光可能な蛍光体と、黄色付近の広
い波長範囲の光を発光可能な蛍光体とを含むものを用いることができる。表示部５４は、
図２に示したように、表示部４４の背面側に、表示部４４と互いに重なるように配置され
ている。この表示部５４には、画素Ｑがマトリクス状に配置されている。各画素Ｑは、透
過度情報αに基づいて、白色光の輝度を設定できるようになっている。すなわち、画素Ｑ
は、透過度情報αの値が高いほど輝度が低下して光透過度合が高くなり、透過度情報αの
値が低いほど白色光の輝度が高くなるものである。
【００８８】
　輝度情報生成部４２は、上記第１の実施の形態に係る輝度情報生成部１２と同様に、映
像信号Ｓdispおよび透過映像信号Ｓａに基づいて、映像信号Ｓdisp2を生成するものであ
る。具体的には、輝度情報生成部４２は、ある画素における輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと
、その画素における透過度情報αとに基づいて、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２をそれ
ぞれ生成する。その際、輝度情報生成部４２は、透過度情報αの値が十分に低い画素（光
透過度合が十分に低い画素）では輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢをそのまま輝度情報ＩＲ２，
ＩＧ２，ＩＢ２とし、透過度情報αの値が高い画素（光透過度合が高い画素）では、輝度
情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの値を高くすることにより、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２を生
成する。すなわち、表示部４４は、光透過度合を変更可能に構成されたデバイスであるの
で、透過度情報αの値が高い画素（光透過度合が高い画素）では、輝度情報の値を高くす
ることにより、表示部４４の画素Ｐにおける光透過度合を高めようとする。輝度情報生成
部４２は、このようにして生成した輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２を、映像信号Ｓdisp
2として出力するようになっている。
【００８９】
　ここで、表示部４４は、本開示における「第１の表示部」の一具体例に対応する。表示
部５４は、本開示における「第２の表示部」の一具体例に対応する。
【００９０】
［動作および作用］
（詳細動作）
　表示装置２は、映像信号Ｓdispと透過映像信号Ｓａとが多重化された信号Ｓinに基づい
て表示を行う。その際、表示装置２では、透過度情報αに基づいて、表示部４４の各画素
Ｐにおける光透過度合を設定するとともに、表示部５４の各画素Ｑにおける白色光の輝度
を設定する。以下に、表示装置２の詳細動作について説明する。
【００９１】
　図２２Ａは、日中などの明るい環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すも
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のである。このような明るい環境において、ユーザ９は、縞馬が配置された部分（画像部
分Ａ）では、その縞馬を観察することができるとともに、縞馬が配置された部分以外の部
分（画像部分Ａ以外の部分）では、表示装置２の向こう側の風景（この例では、明るい環
境における家屋８）を観察することができる。すなわち、表示装置２では、縞馬が配置さ
れた部分（画像部分Ａ）では、透過度情報αの値が低い（光透過度合が低い）ため、表示
部４４は、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと同等の輝度情報ＩＲ２
，ＩＧ２，ＩＢ２に基づいて表示を行い、表示部５４は、この部分における白色光の輝度
を高くする。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示す画像と同
等の画像を観察する。一方、縞馬が配置された部分以外の部分（画像部分Ａ以外の部分）
では、透過度情報αの値が高い（光透過度合が高い）ため、表示部４４，５４は、この部
分における光透過度合を高くする。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａ以外の部分では
、表示装置２の向こう側の風景（この例では、明るい環境における家屋８）を観察する。
【００９２】
　図２２Ｂは、夕方などの暗い環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すもの
である。このような暗い環境において、ユーザ９は、縞馬が配置された部分（画像部分Ａ
）では、その縞馬を観察することができるとともに、縞馬が配置された部分以外の部分（
画像部分Ａ以外の部分）では、表示装置２の向こう側の風景（この例では、暗い環境にお
ける家屋８）を観察することができる。すなわち、表示装置２では、縞馬が配置された部
分（画像部分Ａ）では、透過度情報αの値が低い（光透過度合が低い）ため、表示部４４
は、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと同等の輝度情報ＩＲ２，ＩＧ
２，ＩＢ２に基づいて表示を行い、表示部５４は、この部分における白色光の輝度を高く
する。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画
像を観察する。一方、縞馬が配置された部分以外の部分（画像部分Ａ以外の部分）では、
透過度情報αの値が高い（光透過度合が高い）ため、表示部４４，５４は、この部分にお
ける光透過度合を高くする。これにより、ユーザ９は、画像部分Ａ以外の部分では、表示
装置２の向こう側の風景（この例では、暗い環境における家屋８）を観察する。
【００９３】
　このように、表示装置２では、透過度情報αに基づいて、表示部４４の各画素Ｐにおけ
る輝度を設定するとともに、表示部５４の各画素Ｑにおける光透過度合を設定する。これ
により、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像を観察す
ることができるとともに、画像部分Ａ以外の部分では、表示装置２の向こう側の風景を観
察することができ、以下に示す比較例の場合と比べて、視認性を高めることができる。
【００９４】
（比較例）
　図６に示したように、比較例に係る表示装置２Ｒは、入力部１１Ｒと、駆動部１３と、
表示部４４とを備えている。本比較例に係る表示装置２Ｒは、本実施の形態に係る表示装
置２から、輝度情報生成部４２、駆動部２３、および表示部５４を省いたものであり、透
過映像信号Ｓａを用いずに、映像信号Ｓdispのみに基づいて表示を行うものである。
【００９５】
　図２３は、夕方などの暗い環境において、ユーザ９が観察する観察画像Ｇを表すもので
ある。表示装置２Ｒでは、映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに基づい
て表示が行われる。その際、フレーム画像Ｆ（図３）のうちの白い部分、すなわち、縞馬
の縞模様における白い部分では、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの値が高いため、光透過度合
を変更可能に構成されたデバイスである表示部４４では、これらの部分における光透過度
合が高くなる。よって、ユーザ９は、表示装置２の向こう側の風景（この例では、暗い環
境における家屋８）を観察する。また、フレーム画像Ｆ（図３）のうちの黒い部分、すな
わち、縞馬の縞模様における黒い部分、および縞馬以外の部分では、輝度情報ＩＲ，ＩＧ
，ＩＢの値が低いため、表示部４４は、光透過度合が低くなり黒色を表示する。
【００９６】
　よって、図２３に示したように、例えば、縞馬のうち家屋８と重なっている部分では、
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ユーザ９は、縞馬を視認しにくくなるおそれがある。すなわち、この部分において、縞馬
の縞模様のうちの黒い部分では、ユーザ９は、表示部４４における光透過度合が低くなる
ことによる黒色を観察する。また、縞馬の縞模様のうちの白い部分では、ユーザ９は、表
示部４４が透過することにより、表示装置２の向こう側の風景（家屋８）を観察する。こ
のとき、表示部４４の表示による黒色と、環境の黒色との差が小さいため、ユーザ９は、
縞馬を視認しにくくなるおそれがある。
【００９７】
　また、例えば、縞馬のうち家屋８と重なっていない部分でも、ユーザ９は、縞馬を視認
しにくくなるおそれがある。すなわち、この部分において、縞馬の縞模様のうちの黒い部
分では、ユーザ９は、表示部４４における光透過度合が低くなることによる黒色を観察す
る。また、縞馬の縞模様のうちの白い部分では、表示部４４が透過するため、ユーザ９は
、表示装置２の向こう側の風景（暗い環境での風景）を観察する。よって、例えば、十分
に暗い環境では、表示部４４の表示による黒色と、環境の黒色との差が小さいため、ユー
ザ９は、縞馬を視認しにくくなるおそれがある。
【００９８】
　一方、本実施の形態に係る表示装置２では、透過度情報αに基づいて、表示部４４の各
画素Ｐにおける光透過度合を設定するとともに、表示部５４の各画素Ｑにおける白色光の
輝度を設定するようにした。これにより、表示装置２では、縞馬が配置された部分（画像
部分Ａ）では、表示部４４は、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像を表示し、表示部
５４は、白色光の輝度を高くする。また、縞馬が配置された部分以外の部分では、表示部
４４，５４は、光透過度合を高くする。これにより、ユーザ９は、図２２Ｂに示したよう
に、夕方などの暗い環境においても、縞馬の白色と黒色の縞模様を視認することができる
。このように、表示装置２では、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、視認性
を高めることができる。
【００９９】
　以上のように本実施の形態では、透過度情報に基づいて、表示部４４の各画素Ｐにおけ
る光透過度合を設定するとともに、表示部５４の各画素Ｑにおける白色光の輝度を設定す
るようにしたので、表示内容や、表示装置を使用する環境によらず、視認性を高めること
ができる。その他の効果は、上記第１の実施の形態の場合と同様である。
【０１００】
［変形例２－１］
　上記実施の形態では、表示部５４の各画素Ｑは発光するものとしたが、これに限定され
るものではなく、これに代えて、例えば、各画素Ｑを、光を反射させるように構成しても
よい。具体的には、画素Ｑは、透過度情報αの値に応じて光反射度合を変更可能に構成す
ることができる。この場合、画素Ｑは、透過度情報αの値が高いほど光反射度合が低下し
て光透過度合が高くなり、透過度情報αの値が低いほど光反射度合が高くなる。このよう
に光透過度合と光反射度合を変更可能なデバイスとしては、例えば、表面が平坦なＩＴＯ
（Indium Tin Oxide）膜と、表面が粗いＩＴＯ膜との間に、銀イオンを含む電気化学溶液
を配置した電気化学素子が挙げられる。この電気化学素子では、銀イオンを、表面が平坦
なＩＴＯ膜に電着させると鏡のような状態になり、銀イオンを、２つのＩＴＯ膜の間に浮
遊させると透明な状態になる。この構成により、本変形例に係る表示装置は、画像部分Ａ
では、いわゆる反射型の表示装置と同様に、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像を表
示する。よって、ユーザ９は、画像部分Ａでは、映像信号Ｓdispが示す画像と同等の画像
を観察することができるとともに、画像部分Ａ以外の部分では、表示装置２の向こう側の
風景を観察することができる。
【０１０１】
［その他の変形例］
　上記実施の形態に係る表示装置２に、上記第１の実施の形態の各変形例を適用してもよ
い。
【０１０２】
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＜３．適用例＞
　次に、上記実施の形態および変形例で説明した表示装置の適用例について説明する。
【０１０３】
　図２４は、上記実施の形態等の表示装置が適用されるテレビジョン装置１００の動作例
を表すものである。このテレビジョン装置１００は、建物の窓ガラスとして構成されたも
のである。このテレビジョン装置１００は、この例では、２つの表示モードＮ１，Ｎ２を
有している。以下に、表示装置１を適用した場合を例に、その動作を説明する。
【０１０４】
　表示モードＮ１では、テレビジョン装置１００は、図２４に示したように、例えば、カ
ーテン１１０を表示する。このカーテン１１０は、画像部分Ａとして設定されている。そ
して、カーテン１１０以外の部分（画像部分Ａ以外の部分）では、表示部１４，２４がと
もに透過状態になる。すなわち、画像部分Ａ以外の部分では、テレビジョン装置１００は
、通常の窓ガラスとして機能する。
【０１０５】
　一方、表示モードＮ２では、テレビジョン装置１００は、放送された映像を表示する。
具体的には、例えば、表示部１４は、放送の映像信号Ｓdispに含まれる輝度情報ＩＲ，Ｉ
Ｇ，ＩＢと同等の輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２に基づいて表示を行うとともに、表示
部２４は、画面全面を非透過状態にして黒色を表示する。これにより、ユーザ９は、表示
画面全面において、放送の映像信号Ｓdispが示すフレーム画像Ｆ（例えば図３のフレーム
画像Ｆ）と同等の画像を観察することができる。
【０１０６】
　また、例えば、テレビジョン装置１００にタッチパネルを設け、表示モードＮ１におい
て、指をタッチパネルに触れた状態で指をスライドさせることにより、カーテン１１０の
開け閉めを行うことができる。その際、カーテン１１０を閉めたときに、カーテン１１０
の色をやや暗い色に設定してもよい。このように、テレビジョン装置１００では、ユーザ
がタッチパネルを操作することにより、カーテンの形状や色などを自由に変化させること
ができる。
【０１０７】
　また、例えば、表示モードＮ１において、カーテン１１０以外の部分（画像部分Ａ以外
の部分）の画素を発光させることにより、照明装置としても機能させるようにしてもよい
。これにより、例えば、ユーザは、暗い雨の日でも明るく晴れた日のように感じることが
でき、また、夕方でも、昼間のように感じることができる。
【０１０８】
　なお、この例では、カーテン１１０を表示したが、これに限定されるものではなく、例
えば、ブラインドやロールスクリーンなどを表示してもよい。また、この例では、テレビ
ジョン装置を建物の窓ガラスとして構成したが、これに限定されるものではなく、これに
代えて、例えば、車の窓ガラスとして構成してもよい。
【０１０９】
　図２５は、上記実施の形態等の表示装置が適用されるヘッドマウントディスプレイの外
観を表すものである。このヘッドマウントディスプレイは、例えば、本体部２００と、表
示画面部２１０とを有している。この表示画面部２１０は、上記実施の形態等に係る表示
装置を用いて構成されている。
【０１１０】
　上記実施の形態等の表示装置は、この他、コンピュータディスプレイ、ビデオモニタ、
家庭用シネマディスプレイ、フレキシブルディスプレイ、商業用ディスプレイ、産業用デ
ィスプレイ、ヘッドアップディスプレイ、時計、電子ビルボードなどのあらゆる分野の電
子機器に適用することが可能である。言い換えると、上記実施の形態等の表示装置は、画
像を表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。
【０１１１】
　以上、いくつかの実施の形態および変形例を挙げて本発明を説明したが、本発明はこれ
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【０１１２】
　例えば、上記の実施形態などでは、表示装置１などは、映像信号Ｓdispと透過映像信号
Ｓａとが多重化された信号Ｓinに基づいて表示を行うものとしたが、この信号Ｓinは、Ｄ
ＶＤなどの記録媒体に記録されていてもよい。また、この表示装置１などをテレビジョン
装置に適用した場合には、信号Ｓinが放送波により供給されるようにしてもよい。
【０１１３】
　当業者であれば、設計上の要件や他の要因に応じて、種々の修正、コンビネーション、
サブコンビネーション、および変更を想到し得るが、それらは添付の特許請求の範囲やそ
の均等物の範囲に含まれるものであることが理解される。
【符号の説明】
【０１１４】
　１，１Ｂ～１Ｈ，１Ｊ，２，６０…表示装置、９Ｌ…左眼シャッタ、９Ｒ…右眼シャッ
タ、１１，１１Ｃ，１１Ｅ…入力部、１２，４２…輝度情報生成部、１３…駆動部、１４
，４４，６０Ａ…表示部、１５Ｂ…フィルタ部、１６Ｃ…ネットワークインタフェース、
１７Ｄ…透過映像信号生成部、１８Ｅ…シャッタ制御部、１９Ｅ…シャッタ眼鏡、２３…
駆動部、２４，５４，６０Ｂ…表示部、３１…レンチキュラーシート、３２…パララック
スバリア、３３…駆動部、３４…表示部、３５Ｊ…表示モード設定部、Ａ…画像部分、Ｂ
Ｂ…バリア、ＣＴＬ…シャッタ制御信号、Ｆ…フレーム画像、ＦＬ…左眼画像、ＦＲ…右
眼画像、Ｇ…観察画像、ＩＲ，ＩＧ，ＩＢ，ＩＦＬ，ＩＦＲ…輝度情報、ＬＬ…レンチキ
ュラーレンズ、ＭＡＰα…マップデータ、Ｐ，Ｑ，Ｒ…画素、Ｓdisp，Ｓdisp2…映像信
号、Ｓin…信号、Ｓα…透過映像信号、α，αＦＬ，αＦＲ…透過度情報。
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